


2026 年４月に本学の博士課程の後期課程に入学する者、または在学期間が
1 年を超えない者。

2026 年４月に本学の医学・歯学・薬学の博士課程に入学する者、または在
学期間が１年を超えない者。

2026 年４月に本学の生命機能研究科博士課程の 3 年次または 4 年次に進級
する者（修士課程の修了に相当する要件を満たしていると認められた者に

限ります。）、または編入学する者。

修了要件
修了要件：7単位
　…導入科目：1科目1単位必修
　…基盤教養科目：1科目2単位選択
　…アカデミックスキル・方法論科目：1科目2単位選択
　…フィールド・実践科目 もしくは国際学術研修科目 から：1科目2単位選択

出願資格

構成科目
導入科目（「グローバル日本学への招待」）：ユニット・ポリシーに沿ったか

たちでの日本学の新たな展開に受講者を導入するための必修科目です。本ユ

ニットが構築された学術的背景を解説したうえで（第1回）、人文・社会科学
系の各部局の日本研究者がそれぞれのディシプリンを基盤としながら学際

的・先端的問題提起を行います（第3～7回）。あわせて、国際的研究発信力
強化の意欲を高めるためのセッション（第2回）を設け、全8回で構成されて
います（第8回はまとめ）。

基盤教養科目：学際的・国際的視野に立ち、先端的な課題意識に基づいて、

日本の言語・文化・社会についての理解を深め、本ユニットの基盤となる知

識を獲得・共有するための科目です。科目リストから選択することができま

す。

アカデミックスキル・方法論科目：外国語やデジタルの手法によるアカデミ

ックスキル、あるいは各ディシプリンの高度な研究方法を磨くことにより、

研究（発信）力の高度化を図ります。科目リストから選択することができま

す。

フィールド・実践科目：フィールドでの学び、社会との関わりのなかでの学

びを通じて、日本をめぐる学術知の社学連携的展開、実践知の醸成を促すた

めの科目です。科目リストから選択することができます。

国際学術研修科目（「国際学術研修」）：本ユニットの履修者が、国際的な学

術会議において、学びの成果を母語以外の言語で発信する営みを積極的に支

援するための科目です。所定の条件を満たすことにより単位として認定され

ます。

ユニットポリシー
日本の人文・社会科学の最大の強みは、日本の言語・文化・社会などについての

幅広く奥深い学術知が蓄積されている点です。大阪大学においては、この学術知

を専門的に掘り下げる営みは、各研究科において、ディシプリン・ベースで行わ

れています。その成果を踏まえつつ、本ユニットにおいては、この学術知の展開

を、学際的に総合する方向、および社会との統合を図る方向で促し、現代日本社

会という現場において実践知を醸成します。また並行して、外国語やデジタルの

手法による研究発信力の強化を図り、日本という事例について深い理解を有して

いるだけでなく、日本から新たな研究の展望を発信することのできるスキルと創

意をそなえたグローバル人材を育成します。

科目一覧

http://osku.jp/w0802


	グローバル日本学ユニット2026（表）



